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１． 研究目的 

デザイナーが利用する印刷用紙の専門店に両親

と立ち寄ったとき, その種類の豊富さに驚き, 楽

しそうに見たりさわったりする姿が印象的だった

ことから, 特殊紙は一般的にあまり認知されてい

ないが, デザイナーに限らず人をワクワクさせる

ことに気がついた.  

今回の研究ではデザインを職業としない一般的

な大人へ特殊紙に対する認識を拡張することを目

的とする. 無意識に触れている紙という存在を思

い出してもらうために、紙そのものを全面に押し

出した「絵本」のような状態にすることで, 特殊

紙を知ってもらうことをねらいとする. 

現代, 環境への配慮という観点で, 素材として

の紙の価値が再認識されつつある. そういう観点

での見直しが進むと, 可燃性や、再生の可否、軽

重や嵩張りなど紙の機能的価値にのみ注目をされ

るケースが多いが, 今回の研究では「触れる」と

いう行為に注目し, 紙の特別な趣を感じることに

重きを置いて, 感情的価値について再認識を促し

ていきたい. 

 

２．調査内容 

特殊紙に関する認識調査を行なったところ, 6

割が「知らない」, 3 割が「聞いたことがある」, 

残りの 1 割が「知っている」という結果になった. 

そこから, 一般の方の 9 割が特殊紙に対する認識

が 薄 い , ま た は 無 い こ と が わ か っ た . 

 

次に, 特殊紙の一般利用のデータの収集として

特殊紙市場について調査した. 特殊紙市場では, 

印刷用途をはじめ, 工業・食品・医療分野に利用

されていることが多いことがわかった.  

また、本研究のターゲットの「大人」について, 

どのような絵本が人気であるかの調査を行なった. 

そこでわかったことは, 水彩イラストや柔らかい

クレヨンタッチなど, ビジュアルの美しいものが

いくつも存在していたことだ.  

さらに, 視覚, 触覚に関する, 能動的に「触れ

たくなるもの」の調査を行なった. そこでわかっ

たことは, 視覚と触覚との複合によるものがもっ

とも影響を与えるということだ. さらに, 視覚上

では, 「丸い形状因子」＊1︎触覚上では「和み因子」

＊1︎ を持つものの複合がもっとも大きな質感知覚効



果を与えるということがわかった. 能動的に触れ

てもらうことで, 記憶分野への定着が受動的に触

れる時よりも良いことも調査してわかった.  

また, 紙の質感について実際に触ってもらう調

査も行った. そこでは, 様々な種類の質感の紙を

用意し, 順に触れてもらう実験方法をとり, もっ

とも質感の感じ取りやすい材質感, 触り方を探す

調査を行なった. その集計結果では,指の腹で圧

力をかけたり,摩擦を起こしたりするような, 指

紋部分が大きく触れるような動作がより質感が感

じ取りやすい 触れ方であること, また, 紙の繊

維の感じや凹凸感, エッジによっても大きく質感

の感じ取りやすさが変わることがわかった .

 

 

３．コンセプト 

提案内容：特殊紙の周知をすすめるための, 質

感を感じられるビジュアルブック 

 ターゲット：特殊紙の認知が薄い大人 

「特殊紙」がわかりやすい方法かつ, 記憶分野

への定着効果が高い, 手軽かつ能動性を重視した

提案.  

ビジュアルブックという形態で,特殊紙に触れ

てもらうことで従来の固定ユーザーに限らず, よ

り多くの人に特殊紙についての認識を向上しても

らうきっかけになるツールを作成する. 

 

４．アイデア展開 

 一般の方がものづくりを行う際の材料の一つと

して特殊紙も候補に入れて欲しい ▶︎「認知する」

という観点で, 最大効果を発揮する方法を探し, 

それに沿って体験をしてもらう手段としての「研

究成果物」作成 ▶︎「ビジュアルブックの提案」 

 

「丸い形状因子」,「和み因子」を持ちあわせた, 

もっとも大きな質感知覚効果を与える, 能動的に

触れるビジュアルブックを制作することを決定し

た. 

その結果を参考に, ビジュアルブックというアナ

ログな形態をとる成果物を作成することで, 「思

わず手に取ってしまう」「手軽に手にとってもらう」

が実現できる.   

最終的には, この研究をきっかけに紙に対する認

識を拡張してもらうことを目標とする. 

今回は試作として構想中の水の生き物版のスケッ

チを掲載する. この案では, イラスト部分を特殊

紙で貼り絵のように表現する.外側にはケースも

作成し, 中に冊子を仕込むことで, 一度開けさせ, 

より特殊紙に触れてもらいやすいものにした.  

 

５．今後の展開 

使用する紙の種類, 見た目の検討.ビジュアル

ブックとしての最終的な形を確定する. 

実際の成果物をターゲットにあたる人に見て, 

触ってもらい, 学校など人の目に触れる場所へ設

置し, 調査する. 
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